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ノ1・企1呵展
Exhibitions　of［nformation　and　Equipment　Related　to　Digital　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　Pt
Techno且ogy　and　the　Arts　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猛∫°こ貝月：2001イト11Jll3日一12Jj2「1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Durati｛〕n：13　N（）vember－2December，2001　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’噛1’、　　～ooI隼1雪丹B日（｝Lo、1Z月Z日旧｝
ol’1，ill）iZ（｝1’：National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！、1　’、　臨課酬哨1轍劇瑠謝”
With　lhe　special　cc）operation　of：Toppan　Printing　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“i　ぷ　　露鷹監i懸甦／撒入場㈱
Numb…IVi・it・）r・・8，084　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　1×i盤鞘拶
200且年n月から12月にかけての3週間、「デジタル技術とミュージア　　　　会場：国、ン1西洋美術套ゴ｛企画展示館講’i隆
ム：情幸1乏・機器展・J≧、セミナーによる公開プログラム」を開催した美　　　　日ll寺：2001年ll月1511（木）10：00－16：40（参力li者数：129人）
術作品展示とは’味違った・情報・機器をil体とした初めての試み　　　　●L催者挨拶
である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樺111紘　・qlミ1、ワ：西洋）こ術角8｛長）
蘇・ミュージアムは鮎1・や標梅どのオリジナルを収集’整肌・　．イント。ダクシ，ン
研究’保存し・展示する機関であり・その種類は）ミ術作llilを扱う）ミ　　　「ミュージアムとイコノテーク」
術館から各種博物館、動物園・水族館まで多様である　さらに、地図　　　　波多野宏之（国立西洋）箭’llj：館主任研究官）
や設，ll’図、各種のスケッチなど画像資料という点では、図、IF館や各　　　　●基調講演
種の資料館、文，1｝：館も1til様の資料を所蔵している　しかし、近年で　　　　「フランスの）隻術館における保存修復関連の情報技術　　LinuXに
は・［騨㈱」「電f博物館」といった鰍を越えた撚・1川が　鍬謬弓季竺霧鷺耐フラ糠術館1、獅院セン
盛んに川じられており・そこにはデジタル時代ならではの大きなlir能　　　　ター情報部長）
性飴まれている齢lliliでは・繍における1；・kみ船む2°余のシ　哺演
ステムやヲロジJ一クトを集め・Lとして1111i像のデジタル化・蓄積・表示　　　　「テクストと［Illi像　　HUMIプロジェクトの聖i醤：デジタル化とその研究
技術を中心として、その多様性の・端を各種ディスプレーやパネル、　　　利用　　」
また1髄機器、煙i三川物等で紹介した一／また、それらが「複製」の　舘率1」御雛遡蝉蝉部教授）
殿艸でどうい一）　f“tl　ii；i［を“fめ・ミュージアムの欄・どのような影　認襯惣」駄議響騰1禦磐，ご、デ，アセ
響を及ぼしていくかについてのシンポジウムやセミナーを行なった1　　　　ンター長）
　展示は、会場を百｝1由1展示館ロビーとし、多様な要素を次の7つの　　　　「ミュージアムの近未来　メディア・アートは夢を見るか　」
セクションにまとめた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小松lll奇拓男（広島下1∫現代）ご術館学芸課⊥乏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「デジタル技術の光と影」
　　「聖’ll：のデジタル化とその研究」　　　　　　　　　　　　　　　山田奨治（ll，／1際日本文化研究センター助教授）
　　［保存修復とデジタル1断像」
　　rデータの舗と検索・表，刈　　　　　　　゜パネルディス汐ツション、t　．、
防タル川1はどこまでllf能か」　　　　　鋸磁湯繍ダデ利行酒脳台蜘’松i嚇脚1田
　　「画傍こ表」児才支争ド」1の諸相：CG、3D、　VR」
　　【デジタル・アートセンターの現状」
　　［複製：デジタル技術の光と影」　　　　　　　　　　　　　　　　　［セミナー］
これらメイン展示。、ほか、DVDシアターと銘打った文化財10　説　錫：il‘1晒濫1ボ∫鱒lllli展・・こ館1醗
1、X’1、、、　L映、インターネ。トコーナーでは1納外の約9。の1馳サイ　゜2°°1イ「川1：111（火）13：3°－17：°（）（参力ll撒：56／V）
トを選ひ、5台の端欄放したまた、酬コーナーを設けて関1里　lll鱗【磁繍1！lll論IIプ＿トィ轍，
文献約10点を展示し・　B’1：接手にとって参照できるようにした　　　　　　　　「印刷とデジタル文化　　印刷博物館でのデジタル化への取り斜
　さらに、展示と併せてド記のシンポジウム、セミナー、VR（バーチャ　　　　み　　」
ルリアリティ）シアタ＿ヒ映を行なった，　　　　　　　　　　　　　　　　　中西保仁（印刷1県物館学芸員〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈マイクロバスで移動〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印刷博物館（東京都文京区水道）見学
［シンポジウム］
テ＿マ1一イコノテ＿クの妹1象デジタ，レ技術でミュ＿ジアムはど　　゜2001イ団ll211i（水）13：30－16：2・（参加1撒・1・8人）
こまで変わるか　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「写真の保存と復元一デジタル技術の応川　」
2｝
■　　　　　　　　　　　占・　…
Ilボ川成（東京大”1∫：史料編纂所文剖～科学技官）　　　　　　　　　　　　一・ナビ）の関係者など海外との交流ができたことも収穫であった。
1デジタルアーカイブとメディア表現」　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に今回の企画は特別協ノ」機関のllTl版印刷および’ノ≦行委員会
加茂竜’（ISII版印hll」メディア表現センター部長）　　　　　　　　　　　に参lliliしていただいた外部劇Ill家の皆様の協ノJなしには成りiltlた
llllll灘（耀牒隻福譲灘磁婁）川象゜）利川」　　なかつたことを記し・感謝の鰍したい　・波多9b　i／，’；，．／．’　）
「Ill粒1西洋）隻1’il∫館におけるlllli像不1川」一マイクロ資料と超高精糸IIl　l由i
像一」
波多野宏之（国、ンニll珂洋）隻術館iこ任イリ1：究官）　　　　　　　　　　　　　　．展示解説・1・IHS∫・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編祐二：波多野宏，．と
●2001年11月2811（水）13：30－16：20（参〃II十楼父：71人）　　　　　　　　　展，」≧解。1こ：「デジタル技術とミュ＿ジァノ、実行委員会
「コンピュータ画’家アーロン」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作：凸版ll11刷
ド野隆生（長野大”γ：産業社会学部助教授）
1一デジタル技術と知ri勺財産権」　　　　　　　　　Lシンポジゥ’・°セミナーll乏鼎1
萩原恒昭（凸｝り卿刷法務描1培阪）　　　　　　　　　デジタル技術とミュージアム
rllJJII仮燃覧会の1；、℃み」　　　　　　　　轡：波多骸と一f，　　．　．，
，1川ll仔q1拉　珂1楼繍・洪1、・Hilr究員棘者随・映1…1・，・1・飾」，ll・・）　発f・’・勉li成1臓2°°2・・）tS　・i－’・1’lh－・t・Bens・i　X°L39）
「イコノテク・プロジェクト地方からのデジタル情報発信一3Dl映像　　　　　会場設営：IIII版印刷
を使った民俗資料データベースの構築とその応川　」
ll詔留循気（口ll　lリ∴・ll｝；：，1ヒHIJ‘　ltS．｛史i忌イ谷ぞ黛）樹・負官”j∫：）’i重i）
［VRシアター］
ミケランジェロの「「最後の審判』「天地創造1で有名なシスティーナ礼
拝堂を、VR（バーチャルリアリティ）技術を川いて仮想空間にlll：現
会場二1・拉西1横1111∫館企1・11隈，」≧飾1騨　　　　　　　　The　“Digit・I　T・dm・1・9y＆MuseしIM・Publi・Seminars　and　Exhibiti°ns°f
隅：2001イ1：－11JJ1311（火）一川18i　i　q　D・1：川・後と151　iは除く　　1”f°「mati°n　ai］d．E．q｝iip“ierit　Rela【ed．t°Digital　Tedhn°i°gy　and　the　A「ts”
1・・3・、ll・3・・13・3・・14・3・・15・3・　　　　　1｝灘：鼎謡諜1翻儲：1鴇lllWll憎瓢1舗1
勧ll撒：延471人　　　　　　　　　　　　。q。il）m。。t，ath。，　than　th。　displ。y。1。rt　w。rk，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ln　cssence．　rnuSeumS　are　ol’9anizati（川s　that　gather，（）rganize，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　、　　　　　　research．　preserve，　ai）d　display（，riginal　oblects．　such　as　art　works・
実質1811問で8，000名を越える人場者があり、無料の行‘1「とはい7、　　　natura目1istoら，　spechlle【ls，　etc，　Museums　vary　greそltly　in　terms　of　the
1想以ヒ0）成果であった　オリジナル作IIIIII展示とデジタルlilli像の応　　　　11ature〔〕f　the　works　they　handlel　rallg．」illsJ　from　art　InuseumsヒhaUla【1dle
川は1律背反ではなく、lll渚の制約を開放し、新たなllJ’能性を探る　　　　E．1「t　works　to　va「ioしls　fo「ms　of　scielltific　and　hist（》ty　IIluseums　handlin9
ことこそが・腰であるという認、、哉がプ・グラムを通じ艦忍されたは　lilllla認；溜臨li1愉導，1認黙1馳1嵩1嵩し瓢鵬
ずである、このことは1・1川…に実施したアンケート結果からも見て取れ　　　　by　Hbraries　and　various　types　ofこ1rchives．　However，　in　recent　years，　a
る．大学関係者からは遠隔教育などでのデジタルlllli像0）利川、地　　　　discussi（，n　has　a「isell　ab（，ut　the　fl（｝u「ishing　use　of　il）fo「mation　media
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、　　　　　　　　．　　　　　　　　　whi（．’h　surpasses　the　Purviews　of　such　specific　Inuseum　types　as
方から0）参加K一からはこの種の展小の巡llliを希望する声も聞かれ　　　　．electronic　libra！y．　or．electrOlliC　mt且s（，um．．i　The　digital　age　has　only
た、、今後、より包括的に「ミュージアム展示」そのものを検1i・jJする機会　　　　further　enhanced　the　potential　uses　f（）r　such　information　media．　This
を得たいと思う．また、フランス）3術館修復研究センター関係者はも　　　　NMYVA　P「09「aIn　was〔iesignecl　t？illt「odし1ce．mo「e　than　30　systems　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pr（．｝Jects　being　w（）rked　oll　at　varlous　institutions．　including　the　NMWA．
とより・コンピュータlllli家アーロンの生みの親・ハロルド’コーエン氏・　　　The　systems　and　pr（）jects　focused　ol1（iigitization，　storage　and　display
オーストリァ（アルス・エレクトロニカ・センター）、韓国（アー1・・センタ　　　　technok．｝gies　used　for　visual　images．　Various　tYI）es　of　monitors，　panels
2S
related equipment, and large-scale printed materials were presented. A "Printing and Digital Culture: The application of digitization at thv
symposium and seminars were held on issues such as the position that Printing Museum, Tokyo"
such digitalization will hold within the histoiy of "duplicati()n" and how YaSUhitO Nakanishi (Assistant Curator, PrintiJig Ailuseum, Tok.yo)
these new processes will affect the future of museums. Attendants then traveled by micro-bus fora visit to the Printing Mtts(iurn
  The display was set up in the lobby of the Special Exhibitions Wing. (Suid6, Bunky6-ku, Tokyo)
and its diverse array of elements were organized into the following 7sections: eNOvember2I.2001 (Weci.) 13:i30-16i20 (attendance: los)
                                                                "Photographic Conservation with Digital Technology"
   Rjg,i /rZ,,"gi,2. .n.9f,`.h,: .B,L'llg.aZd.6`i,".Cg:. ke, lgl'f.U,sE., ft,E'lr,?,lt81Si"ida `Preservatio" Officer･ (Jniversity of Toky() Histori(,gr,,,,hi,L,,i
  Storage, Retrieval and Display of lmage Data "Digital Archives and Mu)timedia Representation"
  Possibilities for Digital printing RYgiChi KaiTio (General Manager, Media Creation Center, Toppan
  Multip]e Phases of lmage Representation Technology･ cG, 3D, and vR Priiitiiig)
  DigitalArt Centers "Humanities Studies UsiTig Digita] Image in International Research
  Duplication: Light and Shadow of Digital Technology Center for Japanese Studies"
                                                               Sh6ji Yamada (Internationai Research Center forJapanese Sttidies)
  In addition to the main display area, a "DVD Theater" was set up to "Utilization of Images in the National Museum of Western Arti
screen DVDs that provide explanations of cultura] properties, and five Microforms and Super-High Definition Images"
computer terminals with a set selection of approximately 9() related Hiroyuki Hatano (Chief Librarian, NMWA)
l:,E':,,:,kesigy,,,e,vr,e,,:,:,I.g/?,,i`fipa",R,iiC,8i,Ze,,A:,9.tXdialST):trtXCIWc3uSigel)8iikamede hNA,gR:oe:,,,9:e,ig./,,eiaX/Zcl･ltl)i･il,fi/i･'ts'J,IAi.rl:Ogti,i()ii',fevi;d,iiii.1,g,i,l,,,.,,,,,,,,,,,
  The following related events were held, inclu(lii)g a s)t'ml)osiui'r], unix,･ersity)
seniinars. andascrccning of Virtual Reality progra m. . ..                                                                L`Intellectual Property Rights on Digital Technology"
                                                               Tsuneaki l-Iagiwara (Senior Manager, Legal Del)artment, Toppan[Symposium] Printing)"Future of [conotl]altLe: How will digital technology, change museums?" '`The Trial of the Japan-Catiada Vii"tual Exhibition"
Venue: Lecture Hall, Special Exhibitions wing, NMwA AkikO Y9Shida (Co'i'esearcher, NMWA; Librarian, Tokyo Metrol}olitan
Dat(:November 15, 2001 (Thurs.) lo:oo-I6:4o (12g participants) Central Libra ry)
                                                                "Iconotheque Project: Transinission of digital inforrnatior) fron) a
Prograin: provincia] town: construction of the folk material database with :3D
Organizers"s Messagc KOichi Kabayama (Director-General, NMWA) images and its applications"
                                                               Tohru Yoshidome (Curator, Houhoku Historical and Folkloric Museum)
lntrodu(-tion:
"MusetLin and Iconotheque"
Hiroyuki Hatano (Chief Librarian, NMWA) [VR Theater]
Keyi)()te A(ldress: )1,(ildrecC,i]?,1'it,1`;',rl;?lfl/il]il,.S,i,St,l:,e1 2i?PtlP,el with Michelangel()'s Last Ju((gem(vtt
"Information Technology Applied to Conservation-Restoration Research                                                               Venue: Lecture Hall, Specia] Exhibitions Wing, NMWAat th(, [:r()nch Museums: A largc painting database using an open source
system.ahigh quality digitization program" Dates: November 13 CTues,) through 18 (Sun.)
Chi'istian Lahanicr (Manager, Douuinentation Department, Research 'With th{i c'xuc'ption of 13thafternoon an(t 15tl)
and Restoration Center, pt/linistty of Ctilture, France) 10:30, 11:30, 113:30, 14:30, l5:130
                                                               Total atteridatice' 471"Texts and lmages: Digitization of the Bible and its academic: use at the '
HtJMI Project"
Toshiyuki Takamiya (Professor, Faculty of Letters, Keio University;Director, HUMI project) The MOre thEM 8,OOO attendants over the course of the ls day period
                                                               ensured that this series of free events produced resuits beyond the
"The Power of Digital Technologies to Conquer Time and SpaCe" expectations of the organizers, The program confirmed our awarencissSh6jirb Nishio (Professor, Department of Information Systems                                                               of the fact that the display of original objects and the use of digitalEngineering. Graduate School of Engineering, Osaka Universitv: . , .Director, Cybei'media Center) " iMagery' ar(S iiOt [leCeSSaiily two sides of the same cein, but rather, w{]
                                                               should liberate the conditions now app]ieci to the display of original
"The Museum in the Near Future: Is it possible to dream in media art?"                                                               objects and explore the new possibilities brought about by digitalTakuo Kotnatsuzaki (Chief Curator, Hiroshima City Museum of                                                               imagery. These ideas can a]so be seeii in the questioimaire r()stLltsContemporary Art)
                                                               gatherecl during these programs. We heard frorn universitv staff
/rl)3,l'ilga/liSS,sh,sa,1(lslXs(i}ftRil¥iValoTeeggl)i);,'ii'iftii-iiatior}ai i〈esearcii ceiite}' fc)r U",e,,ie'*,S,,iX l.i,bA'ii,:,,IAiiS.iE,,1',:;ii',?,,[i,',:,r,:,;',lg,:Si,meg,,:[).IJ' i,',,i.'i',II,i'i,illil
                                                               of Digital Technology ai]d Museums program to travel to otlier venues in
Panel Discussion: Japan.Iwould hope that there will be (i}pportunities foramor(i
Christian Lahanier, Toshiyuki Takamiya, Sh6jir6 Nishio, Takuo comprehensive consideration of `"museLim displays" in ttie future, 'Iih(}
Komatsuzaki, Shc-)ji Yamada, Hiroyuki Hatano (facilitator) program also provided opportunities for Japan(se participants tv
                                                               interact with participants fron] ov( rseas, such as thc, staff of Fran('(v's
[seminars] ReSearch cmd Restoration Centet: Harold Cohen, the father ot thv
                                                               computer artist AARON, an(l staff inen'ibers of thci Ars Electronic'a
All seminars held in the Lecture Hali, Special ExhibitionS Wing, NMWA Center, Austria and Art Center Nal)i, Soitth Korea. Finally, l wotild lik(' to
eNovember 13, 2001 (Tues.) 13:30-17:OO (attendance: 56) express my deep appreciation to Topl)iin Printing for its spe(･ial
"Digital Photographing of the Gutenberg Bible" cooperation with the project. and to th( specialists who participated in
Masaaki Kashimura (Research Engineer, HUMI Project, Keio Universit〉i) the Executive Cornmittee, The progran) would never Iiave 1)cic'omci "
26
rc,alitv with"u"1i(L gcLnvrott: and h(']pfttl t piril of l)oth Toppn" I'lamiiibg
nnd tlw niemb(irs uf the Executiv{' ('onmiittve, ( Hiro.vuki l l"tait")
[ Exl)il)i ti(}n Guidel
Edil(,d l)y/ 1 liroytiki 1 Iata])o
T{ixl I)y: Exvctitii,'(L('otnmitt(,(i ior [)igitnl T('('lmolog.x' N: Pvlus(ium
l'rcxiuc{,d b.v: Toppnti }'rii)tings
iSyii)l)osiuti) "n(i Sc,minar l'roceediTigs]
i )igit"1 ']kK+linology & MuseuTn
ivN･rritt〈in and (idited by: i liro.s,,'uki 1 {atano
1'ul)]ishtid l)y: Bensei Shuppan, 2e02.:-) (Science ol Htimanity Bensei Vol,IS9)
1)ispla},,: Toppan PriT)ting
2'
